
ネルヴァル『塩密輸人たち』の成立と

その技法上の試み

辻川　慶子

ジェラール・ド・ネルヴァルの『塩密輸人たち一ビュコワ神父の物語』Lε3F側κ3α麗厩θr∫，

H’5’oごrθ4θ1’α励〃ε8μcgπoyは，1850年に日刊紙『ル・ナシオナル』に掲載された連載記事で

あり1），『幻視者たち』（1852）に収録される「ビュコワ神父の物語」や『火の娘たち』（1854）の「ア

ンジェリック」などのプレ・オリジナル版にあたるものである。この作品は，ネルヴァルの晩年

の作品に共通する重要なテーマが現れるという点だけでなく，技法上の革新的な試みがなされて

いることからも，ネルヴァル作品の重要な転機をなすものと考えられる。

『塩密輸人たち』は当初，語り手がフランクフルトで手にしたビュコワ神父についての本に基

づき，歴史研究として書かれる予定であった。しかしパリに戻った語り手はこの本を発見できず，

物語はその本探しの経緯から始まる。連載は10月24日に開始されるが，この本が11月20日の競売

でしか入手できないと判明するため，それまで語り手の資料探索やヴァロワ旅行の過程が語られ，

あるいはビュコワ神父の大叔母，アンジェリック・ド・ロングヴァルの物語などが挿入される。

このようにして物語の構造は，語り手自身の物語に加えて，伝記的な物語や数々の逸話などが交

錯した複雑なものとなる。

形式上の試みに関しては，脱線や物語の中断などの点で，ローレンス・スターンの『トリスト

ラム・シヤンディ』などとの関連が以前から指摘されてきた2）。しかし，r塩密輸人たち』にお

いて，なぜネルヴァルがこのような形式を採用したのか，また，作品成立の状況はどうであった

のかについては十分な調査がなされているとはいえない。とりわけこの作品を当時の政治状況と

の関連で捉え直すことによって，ネルヴァルが試みた創作技法の一端を明らかにしたいと思う。

1．新聞規制法と『塩密輸人たち』連載をめぐる状況

『塩密輸人たち』の数々の考察や脱線などは，本の探索という状況に加えて，1850年7月16日

の新聞法の改正による新聞小説《roman－feuilleton》に関する新条項に端を発している。語り手

はこの状況を次のように描いている。
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A　mon　retour　a　Paris，　je　trouvai　la　litt6rature　dans　un　6tat　de　terreur

inexprimable．　Par　suite　de　Pamendement　Riancey　a　la　Ioi　sur　la　presse，　il　6tait　d6fendu

aux　journaux　d’ins6rer　ce　que　l’assembl6e　s’est　plu　a　apPeler　le　1勧∫11θωη一70襯αη．　J’ai

vu　bien　des　6crivains，　6trangers　a　toute　couleur　politique，　d6sesp6r6s　de　cette

r6solution　qui　les　frappait　cruellement　dans　leurs　moyens　d’existence．3）

リアンセという議員から提出されたこの法案は，新聞小説の持つ道徳的な危険性を告発するとい

う保守的な措置であった4）。特に対象となる新聞を示しはしていないが，「不道徳の魅力」（《les

attraits　de　l’immoralit6》）によって読者を引きつけようとする新聞小説を，公衆道徳の見地から

と書店の保護のために規制しようと提案されたものである5）。この法案は，これに反対する委員

会と支持する政府との間で意見の対立をみるが，立法議会の決議によって成立することになる。

しかし法案提出時にも新聞小説に関する規定のあいまいさについて，特に「小説」と「歴史」，

あるいは「回想録」といったものとの区別の難しさについて批判がなされていた6）。このため，

『塩密輸人たち』で語り手は，現在書きつつあるブイユトン7）が小説ではないことを示そうとし，

小説と歴史をめぐるジャンルについての考察を繰り広げることになる。とりわけ，具体的な史料

を指し示すことによって，この記事の歴史研究としての性格を強調しようとする8）。

『塩密輸人たち』全体を通して，語り手は繰り返しリアンセ法改正案に言及しているが，新聞

小説は新たな印紙税の対象となったとはいえ，彼が言うように禁止されているわけではない。実

際にこの法律は十分な抑止力を持ったものではなかったことが指摘されている9）。それでもなお，

連載を通しリアンセ法改正案について触れるのをやめないのはなぜなのだろうか。ユーモアを交

えてこの法改正への危惧を表明することには，別の危険に対する語り手の切迫感が読みとられる

のではないかと思われる。

ネルヴァルが同時期に関心を示しているもので，同じ法改正により新聞記事への署名を義務づ

けたタンギー法改正案と呼ばれる措置がある。これは新聞法の第3条として採択されたもので，

「新聞に掲載される政治，哲学，宗教上の議論に関する記事は全て，筆者による署名が義務づけ

られる」とある。また第4条では，「市民の行為や意見，あるいは個人，集団の利益に関する議

論がなされる場合」同じ処置がすべての記事に適用されると追加されている10）。これは，新聞

全体の集団的な責任のみならず，記事を書く個人の特定を可能にするという点で，新聞への規制

をさらに強めるものであった。『ル・ナシオナル』紙では，リアンセ法改正案には特に強い批判

をおこなっていないものの11），タンギー法改正案については，7月の新聞法成立から10月のr塩

密輸人たち』連載時にいたるまで，同紙が規制の中心対象とされていたと激しい論調で非難して

いる。『塩密輸人たち』の中では1度だけしか言及されていないとはいえ12），この法改正に対す

るネルヴァルの反応は，1850年9月30日の『ラ・プレス』紙での劇評記事において顕著に見られ

る。

Depuis　que　la　loi　oblige　tout　journaliste　de　signer　ses　articles，　la　personnalit6　de
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chaque　6crivain　risque　de　se　d6velopper　outre　mesure．　Sans　etre　forc6　peut－etre　de

raconter　son　histoire，　on　se　voit　n6anmoins　conduit　aρo∫67　davantage　devant　le

1ecteur＿13）

この文章は『塩密輸人たち』に約1カ月先だって書かれたものであるが，記事に署名をすること

により，作家自身が直接に社会にさらされるとネルヴァルは危機感を表明している。演劇批評な

どのブイユトンにおいて，ネルヴァルはすでに署名入りで発表をしていたが，この措置が彼にとっ

て自己について語ることと結びつけられていることに注意しよう。実際『塩密輸人たち』におい

ても作家は，他新聞から自分に向けられた批判に対して敏感に反応している。とりわけ王党派新

聞『ル・コルセール』紙からは，共和派へ転向したと非難を受けたが，これに反駁している部分

では，自分自身について語ることに同種の危惧が見て取れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ie　suis　encore　obHg6　de　parler　de　moi－meme　et　non　de　l’abb6　de　Bucquoy．　La

compensation　est　mince．　Il　faut　cependant　que　le　public　admette　que　l’impossibilit60血

nous　sommes　d’6crire　du　70襯σηnous　oblige　a　devenir　les　h6ros　des　aventures　qui　nous

arrivent　journellement，　comme　a　tout　homme，－et　dont　Pint6ret　est　sans　doute　fort

contestable　le　plus　souvent．

Enfin，　nous　nous　essayons　sur　un　terrain　mobile　et　glissant，－il　faut　donc　nous

guider　ou　nous　avertir．．．14）

ビュコワ神父の本が手元になく，また新聞小説が規制されているという状況において，語り手自

身が自分の行動を描くことを余儀なくされている。そうした中rル・ナシオナル』紙で時事的な

問題を扱うことは，新聞間の論争にさらされる危険性を含むものとなる。これは常に政治色を問

われることに繋がり，その点でネルヴァルは発表紙との関わりについて強く意識せずにはいられ

なかったといえるだろう。『ル・コルセール』紙の記事は《Encore　un　fantaisiste　qui　tourne　au

rouge》と題されていたが15），保守派を示す《blanc》や共和派の《rouge》など，政治新聞の色

分けに作家が巻き込まれる可能性があったことをこの記事は示している。

『塩密輸人たち』が掲載された『ル・ナシオナル』紙は共和派として48年の二月革命で主導的

役割を果たしているが，1848年12月20日のルイニナポレオンの大統領就任以降，反動化する保守

派と，社会主義的色彩を強める反体制派への政治的二極化のはざまで，次第に政治の表舞台から

離れていく。1850年のこの時点では，共和派の中でも急進的な社会民主派とは一線を画してはい

るが，反動的な保守派やルイ＝ナポレオンに強く敵対する立場を取っている16）。この状況下で「リ

ベラリスム」あるいは「オポジシオン」17）と自己表明することは，政治闘争の場においてそれ

それに強い色づけを伴うものであった。

作品内での様々な逸話にはこうした政治状況や法規制に対する直接，間接の反応ととらえられ

るものが多く，ネルヴァルが文学者としてどのような政治的立場を取っていたのかという点で重
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要な問題を提示している。新聞小説の規制に加えて，政治色と無関係に自分の行動を描くことが

できないという制約の中にネルヴァルは身を置き，作品を書くことになる。

2．変動する社会の提示

新聞法改正をめぐって，語り手は小説と歴史というジャンル分けについての考察をおこなうの

であるが，その考察は反動的情勢における新聞の政治的位置もふまえたものとなっている。当時

の政局の中で「新聞小説」の禁止を語ることは，権力側の恣意的な判断に対する危惧へとつなが

り，政治的な多様な暗示を含んだ考察や逸話が展開されることになる。

『塩密輸人たち』が発表された1850年10月の時点ではルイ＝ナポレオンの専制的な政治姿勢が

鮮明になり，情勢はクーデタへと急速に傾きつつあった。特に10月10日サトリーの軍隊謁見の場

で，軍隊が共和国大統領ルイ＝ナポレオンに対して《Vive　1’Empereur！》と叫んだという事件は，

その前後の不穏な経緯も含めて各紙で大きく伝えられている18）。『塩密輸人たち』にはルイ＝ナ

ポレオンに関する直接の言及は一切見られないものの，語り手が見る事件や逸話には，変化しつ

つある社会の様相がさまざまに描かれている。このサトリーでの事件は，『塩密輸人たち』にお

いて，ヴェルサイユのふたりの軍人がサトリーの部隊に属していると書かれていることで暗示さ

れている19）。また，11月7日には，スパルタの君主のエピソードの終わりで語り手は次のよう

に述べている。

Ce　tyran－la　avait　de　resprit，－et　sans　relire　son　histoire，　je　juge　qu’il　a　d｛i　se

maintenir　longtemps　au　tr6ne　de　Sparte，－ville　qui　n’6tait　alors　r6publicaine　que　de

nom；－une　r6publique　gouvern6e　par　des　princes！＿

Vous　voyez　qu’il　n’y　a　rien　de　nouveau　sous　le　solei1．20）

「名前ばかりの共和制」とはまさにこの時期のフランスに当てはまるものであった。こうした共

和制の危機について，『ル・ナシオナル』紙は7月の新聞法改正の時点ですでに《L’empire　sans

rempereur！21）》などと語気を強めて報じているが，1850年秋の時点ではその情勢はさらに切迫

したものとなっている。ルイ＝ナポレオンが《prince－pr6sident》という称号を用いるのは1851

年12月2日のクーデタ後であるにしても22），「君主たちに支配される共和国」と書くことには，

ルイ＝ナポレオンに対するあからさまな椰楡が込められている。

他方で，政治の動きだけではなく，社会の変化も特に地方において顕著なものとして描かれる。

語り手の旅するヴァロワ地方は，社会変動と隣り合わせの，微妙な均衡のもとに提示されている。

ヴァロワは昔ながらの慣習を保ってはいるが，反動的な権力の侵入にさらされており，伝統は次

第に失われつつある。社会の変化に伴って，芸術家や思想家をあつく保護する君主的慣習は，す

でに過去のものとなっている。
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Le　concierge　ne　nous　a　pas　permis　de　visiter　les　apPartements，　parce　que　les

maitres　y　r6sidaient．－Les　artistes　ont　plus　de　bonheur　dans　les　chateaux　princiers，

dont　les　h6tes　sentent　qu’apr色s　tout，且s　doivent　quelque　chose　a　la　nation．23）

かつてルソーを保護したエルムノンヴィルの城館は，もはや芸術家たちに開かれた場所ではなく

なっている。ここで語り手はヴァロワ地方にかつて保たれていた君主的な習慣への郷愁を隠そう

とはせず，同時代に対する批判は伝統を重んじる理念と結びついて展開されている24）。

支配的な勢力を持った層ではこのように変化が顕著であるが，この地方の民衆はいまだに社会

変動の影響をこうむっていないことが示される。旅行者，特に芸術家を歓待する気質が変わらず

残っていることは，友人シルヴァンとの旅行中の次のような場面に見て取れる。

L’h6tesse　nous　dit，　voyant　nos　barbes：《Vous　etes　des　artistes＿vous　venez　donc　pour

voir　Chaalis？》

Chaalis，－ace　llom　je　me　ressouvins　d’une　6poque　bien　610ign6e．．．　celle　o血Pon

me　conduisait　a　l’abbaye，　ulle　fois　par　an，　pour　entendre　la　messe，　et　pour　voir　la　foire

qui　avait　lieu　pres　de　la．

《Chaalis，　dis－je＿Est－ce　que　cela　existe　encore？25）

この宿屋の女将は二人の旅行者の顎ひげを見て芸術家と判断し，シャーリを見に来たのかとたず

ねる。語り手に強い感興を引き起こすこの土地の名前は，芸術家に好意的な住民によって口にさ

れている。ここで注目したいのは，芸術家の特徴と見られた顎ひげは，当時急進左翼を示すもの

として捉えられていたことである26）。実際，別の憲兵の逸話では，語り手は友人とともに顎ひ

げを見とがめられたことから，危うく逮捕されそうになっている。

Ces　militaires　s’6tollnerent　sans　doute　de　nos　fagons　et　de　nos　barbes　parisiennes．27）

繰り返し現れる憲兵の高圧的な質問や逮捕のエピソードは，地方に進出している新しい威圧的な

権力の姿を描くものである28）。このような憲兵の姿は，共和派の地方での活動を弾圧しようと

して，身元の不確かな旅行者を不審者とみなす当時の様相を映し出したものといえよう。昔なが

らの応対をする宿屋の女将と新しい権力を持つ憲兵とは，この地方で混じり合って存在し，それ

それに異なった態度で旅行者をむかえている。

パリと同様に，ヴァロワ地方も，現在の時局から切り離された場なのではなく，政治的抑圧へ

と向かう変動と隣り合わせに置かれているのである。この地方は，様々な階層における変化が，

不均質に入り交じった状態で描かれる。語り手がこの土地で感じる感興は，揺れ動く社会の中で，

今なお変わらない民衆の姿を見るからこそ，より強いものとなったといえるだろう。
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このように社会の多様な側面を描き出すことは，小説あるいは歴史として一貫した叙述を展開

するのとは必然的に異なったものとなる。法律によって制約を受ける小説ばかりでなく，歴史を

描くことさえも権力側からの制約ないし検閲を受ける危険をはらむものであった。このことは絶

対王政下の作家について語る次の一説からも見て取れる。

1／histoire　de　France　a　6t6　cruellement　d6figur6e　depuis　plus　de　deux　si6cles，　grace　a

1’influence　de　ce　principe　de　monarchie　absolue　qu’ont　tent6　d’6tablir　les　descendants

du　B6arnais．－Il　fallait，　pour　les　6crivains，　se　soumettre　a　cette　convention，　ou　s’en

aller　6cdre　hors　de　France．－Les　6crivains　ont　fini　par　rester，　et　les　rois　absolus　sont

partis．29）

ベアルン人アンリ4世に始まるブルボン朝は，絶対王政によってフランスの歴史を歪めてきたと

語り手は書いている。同時代の事実を描くことには権力側による制約や危険を伴ったのであり，

同じ危険はルイ＝ナポレオン体制下の作家にとっても切実なものとして感じられていたといえよ

う。体制の中で書き続けるか，国外に脱出するかという問題は，翌年のクーデタ後には，ユゴー

の亡命などによって表面化することになる。

ただし『塩密輸人たち』の語り手にとって，これは権力側から受ける制約に対してだけではな

く，政治党派から押しつけられる政治的解釈に対する懸念としても現れるのではないだろうか。

語り手の姿勢が「反対派」としてだけとらえきれるものではないことは30），次の『ラ・プレス』

紙への反論の中でのエピソードからも見て取れる。語り手はまずラ・フォンテーヌの寓話を引き，

ある雄弁家が寓話を用いて軽薄な聴衆を集め「共和国家を脅かしている危険について31）」説こ

うとした物語を語る。ついで，剥製の鳥を見せ物にして水薬を売ろうとする水薬売りの逸話を述

べ，最後に語り手は次のように書いている。

Ne　me　reprochez　pas　le　peu　de　s6rieux　d’un　tel　r6cit：il　peut　rencontrer　quelques

analogies　dans　le　travail　des　partis　politiques．　Que　de　fois　on　a　pip61es　assistances

cr6dules　avec　des　oiseaux　morts，－ou　empaill6s！

Ce　n’est　pas　un　pareil　r61e　que　je　voudrais　jouer　vis－a－vis　des　lecteurs．32）

寓話や剥製の鳥を使って，政治的，実質的効果をあげようとすることは，政治党派的な姿勢に比

べられており，語り手はこれに懐疑的な視線を投げかけている。権力側と反体制側の双方に共通

する政治的言説を椰楡することで，ネルヴァルは党派的な対立の構図から自由であろうとする。

ある新聞に掲載することが，党派による色分けと強く関わることは上に述べたとおりであるが，

歴史を語ることにも，書き手が保守派と共和派との対立の中に身を置く危険がともなっていた。

新聞小説には時事問題を敏感に写し出し，政治問題に強く関わったものも多い33）。とりわけ48

年以降，二月革命の政治闘争を，歴史小説という形で，別の時代に移し替えて描くことが多く見
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られたこともあり34），歴史小説あるいは歴史の中に，同時代の問題や社会への批判を読みとる

ことは当然考えられることであった。『塩密輸人たち』に挿入される二つの物語，アンジェリッ

クの物語とビュコワ神父の物語において「反抗」のテーマが主調になることから，この作品全体

も，権力への反抗という意味付けを与えられることは当然想定されることである35）。しかし，

法改正や政治色について慎重な留保の態度を示しているように36），ネルヴァルはこのような色

づけを十分に意識した上で，物語に政治的な意味を与えることを拒否しているといえるのではな

いだろうか。

この作品においてネルヴァルは，一貫性のある，意味を持った物語として，同時代の社会，あ

るいは歴史を描くことの危険性を感じていたからこそ，断片的な様々な相を重ねるという手法を

選び取っためではないだろうか。これは，歴史的な物語を通して社会批判をおこなうという手法

とは一線を画したものであった。政治的な意味づけを拒否し，物語を断片のままで提示すること，

ひとつの意味のもとに物語を収轍させるのではなく，多様性のもとに提示すること一r塩密輸

人たち』における現実の提示は，このような試みと見ることができるだろう。

3．連想，回想による歴史の発見

同時代を描くとき，ネルヴァルは社会の諸相を断片的に提示する方法を選んでいる。それなら

ば『塩密輸人たち』において，歴史記述はどのような形を取っているのだろうか。

ヴァロワ地方の旅の部分では「ビュコワ神父の大叔母の物語」が同時に進行し，歴史・に関する

考察が多く見られるため，物語はたびたび中断しさらに重層的な形を取ることになる。物語の進

行は，語り手の行動から，逸話を重ね合わせるその想像力の動きにゆだねられていく。

ここでひとつの例を取り上げて，このような語り手の考察がどのような働きを持つのか検討し

てみたい。アンジェリックについての物語を終え，語り手がヴァロワ地方への旅を続ける中で，

エルムノンヴィルの城に集っていた見神論者たちに言及する部分がある。ここで，ボーマルシェ

が伝えた逸話として，フランス革命後のフランス包囲網の戦争中，プロイセン王フリードリヒ＝

ウィルヘルム2世が突然ヴェルダンから兵を引き返した出来事が語られる。

Ce　qui　rel6ve　les　mystiques，　c’est　le　d6tail　rapport6　par　Beaumarchais（le　village　de

Bθ側襯oκ加∫5est　situ6　a　une　lieue　d’Ermenonville，－pays　de　l6gendes）que　les

Prussiens，－arriv6s　lusqu’a　trente　lieues　de　Paris，－se　repli6rent　tout　a　coup　d’une

mani6re　inattendue　d’apr合s　1’effet　d’une　apParition　dont　leur　roi　fut　surpris，－et　qui

lui　fit　dire：《N’aUons　pas　outre！》－comme　en　certains　cas　disaient　les　chevaliers．37）

これはヴェルダンからの撤兵が，フリードリヒ大王の亡霊の指示によるものだとするもので，別

の雑誌に発表された記事をネルヴァルが参照したと指摘されている38）。文脈の上でこうした逸
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話を語ることはやや唐突と感じられるが，執筆の時期を考えれば，ネルヴァルが時事的に進行し

つつある情勢を意識していたことを示しているように思える。

この時期，プロイセンはドイッ統一をめざし，連合憲法を制定しベルリンに諸侯会議を招集す

るなど，連合政策を強く推し進めていた。しかしオーストリアは旧来の保守的な連邦議会をフラ

ンクフルトに召集してこれに対抗し，とりわけオーストリア側によるヘッセン公の復位をめぐっ

て，プロイセンとオーストリアの間は一触即発の状態にあった39）。rル・ナシオナル』紙では

1850年10月29日に《La　guerre　en　Allemagne》と題してトップ記事で取り上げて以来，たびたび

この問題を大きく扱っている40）。11月7日に報道されるように，プロイセン主導のドイッ連合

を目指していたラドウィッツの罷免により，プロイセンも保守反動の道へと進むのであるが，こ

のドイツの情勢は，11月13日に報じられたプロイセン軍の予想外の撤退によって変化することに

なる。この経緯は『ル・ナシオナル』紙によって次のように報じられている。

On　verra　aulourd’hui，　dans　notre　r6sum6　des　nouvelles　6trang己res，　comment　les

troupes　prussiennes，　apres　avoir，1es　premi6res，－et　sans　n6cessit6　urgente，－engag6

le　combat，　ont　6t6　vivement　ramen6es　en　arriεre　par　leur　g6n6ra1，　et　n’ont　plus　disput6

al’arm6e　austro－bavaroise　la　possession　de　Fulda，　o血elles　l’avaient　pr6c6d6e，　a

grand’peine，　en　luttant　de　vitesse　avec　elle．

Voila　les　Prussiens　sur　les　routes　d’6tapes，　c6dant　les　centres　de　population　et　les

moyens　d’autorit6　a　ces　ennemis　que　la　rnobilisatioll　de　la　landwehr　devait，　a　elle　seule，

renvoyer　jusques　a　Francfort．41）

ヘッセン領フルダにおける2国の勢力争いは，このようにしてプロイセン軍の突然の撤退によっ

て，オーストリアの勝利に向かうことになる。この結果，1850年11月29日のオルミュッツ協約に

より，プロイセンはドイッ連合構想を事実上放棄し，外交的敗北を喫することになる。

先に見たボーマルシェが伝えたという逸話は11月22日の記事に掲載されているものであるが，

この事件との関わりがここに見て取られるのではないだろうか。1850年11月のフリードリヒ＝

ウィルヘルム4世の失策が大きく報道されている中で，フリードリヒ＝ウィルヘルム2世という

同名のプロイセン王の逸話をネルヴァルが語るとき，読者がこれらを重ね合わせて読むことは十

分に想定される。サトリーでの軍隊謁見の事件についても遠回しながら触れていたように，歴史

的な逸話の背後には，時事的な問題に対する語り手の視線を透かし見ることができるだろう。現

在，過去ともに，客観的に説明しえない撤退の事実が，このように二重写しにして描き出される。

ここで注意しなければならないのは，同時期のドイツへの関心が，文学的，歴史的な想起とし

て展開されていることである。ドイッ問題の時事的な情勢は，見神論者の逸話へと置き換えられ

て想起される。語り手の想像力の働きは，物語の前景を占めるものとなり，物語を多様な挿話へ

と結びつける仲介の役割をとることになる。さらにこのプロイセン王の逸話に続けて，次のよう

なプロイセン将軍の事績が語られる。
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Les　souvenirs　des　lieux　o血le　suis　m’oPPressent　moi－meme；－de　sorte　que　le　vous

envoie　tout　cela　au　hasard，　mais　d’aprごs　des　donn6es　s血res；－un　d6tail　plus　important

arecueillir，　c’est　que　le　g6n6ral　prussien　qui，　dans　nos　d6sastres　de　la　Restauration，

prit　possession　du　pays，－ayant　appris　que　la　tombe　de　Jean－Jacques　Rousseau　se

trouvait　a　Ermenonville，　exempta　toute　la　contr6e，　depuis　Compi6gne，　des　charges　de

1’occupation　militaire．－C’6tait，　j　e　crois，　le　prince　d’Anhalt：－souvenons－nous，　au

besoin，　de　ce　trait．42）

語り手はヴァロワにまつわる思い出から転じて，この土地を占領しながらも，ルソーの墓に敬意

を表し地租負担を免除した，あるプロイセン将軍のことを思い起こしている。ヴァロワ，プロイ

セン，ルソーと結び合わされた一連の想起の輪はここで閉じられ，語り手は再びルソーに言及し

つつエルムノンヴィルの旅を続けることになる。このように異なった時代に位置するいくつもの

挿話を回想の中で連結することによって，ネルヴァルは現在時に縛られない作品世界を形作って

いく。ここで回想は，表面的な歴史の上では伝えられないが，語り手が深い意味を持つと考える

ディテールを浮かび上がらせるものとして機能する。

アンジェリック・ド・ロングヴァルの物語においても，語り手は数度にわたって長い考察を差

し挟んでいるが，これらには共通して，些末な出来事から発し，複数の時代を重ね合わせる歴史

的考察が見られる43）。例えば，サンリスで旅行中に見かけた演劇『シャルル7世』の上演広告

を契機として，語り手はこの地方の民衆が抱いてきたヴァロワ朝への愛着や反ブルボン朝的な感

情について考察し，次のように祖母の言葉を引いて説明している。

Que　de　fois　l’ai　entendu　ma　grand－mεre，　parlant　d’apr6s　ce　qui　lui　avait　6t6　transmis，

一me　dire　de　l’6pouse　de　Henri　II：《Cette　grande　madame　Catherine　de　M6dicis＿a

qui　on　a　tu6　ses　pauvres　enfants！》44）

語り手は個人的な回想から出発して，総括的，表面的な歴史記述では見落とされる諸相を明らか

にしようとする。史実に反する言い伝えは，それでもなお民衆の心情という点で一つの事実とし

ての意味を持つのである。同じような歴史の側面は，次の逸話においても見出される。語り手は

土地の人からガブリエル・デストレの塔をめぐる次のような伝承を耳にする。

Un　paysan　qui　nous　accompagnait　nous　dit：《Voici　la　tour　o亡6tait　enferm6e　la　belle

Gabrielle＿．　tous　les　soirs　Rousseau　venait　pincer　de　la　guitare　sous　sa　fenetre，　et　le　roi

［Henri　IV］，　qui　6tait　laloux，　le　guettait　souvent，　et　a　fini　par　le　faire　mourir．》45）

これはヴァロワに縁の深いルソーと，ブルボン朝初期のアンリ4世およびその愛妾ガブリエルを
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まったくの同時代人とする，明らかな時代錯誤である。それにも関わらず，ルソーによせる民衆

の敬愛，アンリ4世への嫌悪を示すという点で，これはひとつρ「真実」を提示するものだとさ

れる。語り手は最後には次のように述べている。「人にこうした考え方をさせる感情は，おそら

くふつうに信じられている以上に真実に触れたものなのであろう46）。」民謡や伝説は，人々の心

情に関する正しい理解をもたらす真実を含むゆえに，歴史上の出来事に劣らず書き留める価値が

あるものとみなされる。このようにして人々の記憶の中で生まれた誤謬を描こうとすることは，

書物に記された歴史とは違う別の価値を示すことであったといえる。

自由な連想に身を任せ，自分の思い出を遡って行くという，一見歴史的追求に反する語り手の

動きは，事実を羅列する単一的視点からの歴史記述にあえて反抗するものであった。見過ごされ

がちな些末な事実を集め，自在な筆致で写し取ることは，時代的な制限を乗り越えた真実の追求

に近づくものとなる。

へ「物語の準備」としての創作世界へ

このように現実や歴史の制約から離れ，客観的な歴史記述から漏れる事実を採取することにネ

ルヴァルは歴史の新しい意味を見出している。従来の歴史では説明しえない個々の事実が，語り

手自身や民衆の記憶を通して描き出される。こうした素材を対象とするには，統一的な視点によ

る歴史記述とは必然的に異なった形式が要求されると考えられる。

語り手が繰り返し書いているように，ウォルター・スコットの歴史小説は人々の思い出をつな

ぎあわせて描くのに理想的な方法と考えられるが47），法律で禁じられたものとされている。こ

れに対して，自由な連想を展開させながら語り手の旅を描く物語は，素朴な誤りに満ちた伝承さ

えも織り込むことのできる独特の形式として提示される。このような旅の記述について，次の箇

所では「『ウェイヴァリー』の作者」すなわちウォルター・スコットの序文がモデルとして示さ

れることに注意しよう。

Malheureusement，　si　je　m’610ignais　un　instant　de　la　ligne　correcte　de　l’histoire，　je

retomberais　dans　le　roman　historique，－et　les　gens　s6v6res　consid6reraient　tout　ce

que　je　viens　d’6crire　comme　imit6　d’une　de　ces　longues　pr6faces　oむrauteur　de

Wαv671θy　fait　dialoguer　ensemble　le　capitaine　Clutterbuck　et　le　r6v6rend　Jed6diah

Cleisbotham．

Je　comprends　ce　systeme，　si　favorable　aux　pr6parations　d’un　r6cit．．．　Aussi，　je　ne

voyage　jamais　dans　ces　contr6es　sans　me　faire　accompagner　d’un　ami，　que　fappellerai，

de　son　petit　nom，　Sylvai11．48）

一瞬でも歴史の道筋から離れてしまえば，歴史小説とみなされ法規制の対象とされると語り手
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は再び懸念を表明している。そして，今書いているものが，歴史小説を引き出すためだけの序文

のようなものではないとしながらも，序文の中でおこなわれる虚構の人物49）と作家との対話を，

「物語の準備」に都合のよいものとして指し示している。

ここで語り手がさしているのは，クリュッターバックが「『ウェイヴァリー』の作者」と長い

対話をおこなっている小説『ナイジェルの身の上』Lθ5．Avθ伽rε34θ1V喀ε1の序文と考えられる50）。

これは，幻想的な物語という枠組みの中で，この二者の対話を描くものであり，クリュッターバッ

クは小説『修道院』ムθMoηα5餅θの作者として登場し，「『ウェイヴァリー』の作者の亡霊」と

出会い，対話を行うに至った経緯を物語っている。ルソー『新エロイーズ』の第二の序文にも

見られるように，対話形式の序文は作家の自己表明に適した形式であった。とはいえ，この『ナ

イジェルの身の上』の対話は，当の作品自体にはとどまらず自由に展開し，序文自体が独立した

位置を占めている点で特異なものだといえる51）。

ネルヴァルにおけるスコットの影響は重要なものであったが，物語を導き出す序文というも

のが，『塩密輸人たち』において作品のモデルとして扱われていることは興味深い。ジャック・

ポニーが指摘しているように，ネルヴァルは物語を事件の核心から始めるアレクサンドル・デュ

マの手法とは異なる，スコット風の歴史小説の手法に忠実であった52）。スコットの歴史小説は，

序文あるいは，舞台となる地方を旅するふたりの旅人の会話などから始まるものが多く，これは

物語の由来を明らかにしようとする作家の意図によるものであった。物語を効果的に始めること

よりも，たとえ虚構ではあっても，物語を伝えられた経緯を明らかにすることで，物語に信愚性

を与えようとするのである。ネルヴァルが1849年『ル・タン』紙に発表した歴史小説『ファイヨー

ル侯爵』では，スコット風の旅人の対話によって物語が始まっており，同種の関心を見て取るこ

とができる53）。

『塩密輸人たち』において，対話者シルヴァンは，第一に語り手と過去を共有し，語り手の自

由な表明を導く人物として現れる。友人との対話という枠組みが与えられることによって，歴史

についての考察のみならず，個人的な回想をも語ることが可能となる。子供時代の思い出やシル

ヴァンの妹シルヴィの逸話が想起されるのは，このような会話を通してである54）。この友人は

また，旅の道案内をし，土地の人々と語り手とを仲介する人物として現れる。これは，小説を導

く題材を，民衆から作者に伝える役割として，先述のとおりスコットによく見られた手法であっ

た。実際にシルヴァンは，民謡や土地の逸話を語り手に聞かせ，さらにはルソーの死を題材にとっ

た，誤謬に満ちた劇の主題を披露しさえする55）。彼はその名前が示しているようにこの「シル

ヴァネクト56）」の土地を体現する人物として描かれ，この地方や民衆について，さらに深くま

で語り手を導き入れる役目を果たしている。スコットの虚構の人物に比べられていることからも

わかるように，この友人は虚構と事実の境界に位置する特殊な人物像として現れる。

こうした人物の登場によって，「物語の準備」を通して，人々の心情に残された記憶などが豊

かな素材として呼び起こされる。枠組みとしての物語が，様々な逸話や民謡などをはらみ，広が

りを持った姿で提示される。作家は連想や対話を通して，小説へと展開する可能性を保持したま

まで57），些末に見える事実を生の形で集積して物語の中に溶かし込んでいく。このような物語
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は純然たる小説として再構成されたものとは異なり，事実の提示と虚構の狭間に位置する，新た

な作品世界として現れるといえる。『十月の夜』（1852）において語り手は次のように書いている

が，同じ態度がすでに『塩密輸人たち』に現れているといえるだろう。

Les　esprits，　fatigu6s　des　conventions　politiques　ou　romanesques，　voulaient　duγrα∫a

t・utp血．‘8）

政治や文学における慣例から離れた「真実」を作家は探し求めようとしている。『塩密輸人たち謁

において，語り手は自分と作品を取り巻く多様な社会の現実を取り込み，また過去の歴史や文学

に広がる興味深い逸話を重ね合わせようとする。これは現実の制約という束縛を受けない「真実」

を発見しようとする試みであった。こうして得られた素材を，虚構と事実報告の境界をあいまい

にしたまま物語として提示することが，新たな創作世界として可能性を持つものとなったといえ

るだろう。変動する社会，あるいは客観的な歴史記述からは忘れられ，こぼれ落ちる歴史の諸相

を描くために，ネルヴァルはこのような技法を本作品で見出したといえるのではないだろうか。

＊＊＊

この時期のネルヴァルにとって，同時代あるいは歴史を描くことはそれぞれに外的な制約が伴

うものであった。『塩密輸人たち』を特徴づける重層的な物語の意味をとらえるには，背景とな

る政局，時局との関わりを無視することができない。ネルヴァルは文学を束縛する法改正をはじ

めとして，激動する社会状況の中で作品創造についての考察を多岐にわたっておこなっている。

『塩密輸人たち』に挿入される逸話の多くには，時事的な問題への作者の視線が透かし見られるが，

これは物語全体に政治的な意味づけを付与するものではなく，変化しつつある多様な社会の側面

を描くことを通して現れるものであった。『塩密輸人たち』は，記述の対象とそれを包み込む自

在な技法との両方において，歴史とも小説とも異なる作品世界を提示している。このような成立

状況を含めて，『塩密輸人たち』は後期作品を準備する，重要な意味を持つ試みとしてとらえる

ことができるだろう。

注

1）　これは《Feumeton　du　1＞α’∫oπα1》として1850年10月24日から12月22日まで27回にわたって連載さ

れたものである。また，この連載は1851年1月4日より《tir6　a　part》として『ル・ナシオナル』紙

の予約購読者に配布されている。なお本論での引用には次のテクストを使用している。Lθ5　Fα雄

5側傭ε疋5，別短ω’rε481’αわわ648B闘cg㍑oy，（Eμwε5　co1ηρ」2∫θ3，6d．　J．　Guillaume　et　C1．　Pichois，　Paris，

Gallimard，《Biblioth色que　de　la　Pl6iade》，t．II，1984．（以下Lε5　F側κ5側1π’θr3をFS，ακvr85

co〃3ρ伽85をOC，　Lθ1＞o∫’oηα1をNと略し，　Lθ∫Eα礁∫側」η’θ雌の引用についてはプレイアッド版
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のページ数とLθN傭oηα1での日付を併記する。）

2）　主に次の箇所を通して指摘がなされている。

《Et　puis＿（C’est　a元nsi　que　Diderot　commengait　un　conte，　me　dira－t－on．）

一Anez　toujours！

一Vous　avez　imit6　Diderot　lui－meme．

一Qui　avait　imit6　Steme＿》（FS，　p．118，　N，7d6cembre　1850．）

多くの研究はこの点に関して簡単に触れるにとどまっているが，この問題を十分に論じたものとし

ては，Daniel　Sangsue，　LεR6c∫∫εκcε碑’9喫，　Paris，　Jos6　Corti，1987，　PP．368－406が挙げられる。こ

の著作は，19世紀に多く見られた奇抜な手法による物語を，小説の成立や，スターンやディドロな

ど18世紀のパロディ的物語との関わりから論じたものであり，ネルヴァルのノディエとの関係など

も含めて重要な指摘が多い。

3）　FS，　P．5，　N，240ctobre　1850．

4）　この条項は1850年7月16日に発布された《Loi　sur　le　Cautionnement　des　Journaux　et　le　Timbre

des　Ecrits　p6riodiques　et　non　p6riodiques》と題された法律の第14条にあたる。条文は以下の通りで

ある。《Tout　roman。feuilleton　publi6　dans　un　joumal　ou　dans　son　supPl6ment　sera　soumis　a　un

timbre　de　un　centime　par　num6ro．》，　J．B．　Duvergier，　Co〃θcπoπco〃㌍12∫θ4ε∫’oお，46c7α∫，

or40ηη侃cε5，　r281θ〃2θη5θ∫α而伽coη5ε’14’E∫α’，　ann6e　1850，　p．321．なお，引用文は全て原文の表記

に従っている。

5）　LεMoη∫娩7κη∫v8r3屍rJo班πα1（がc’θ1　dε1αRφρ那わZfg麗加πgα’5θ，16　jumet　1850を参照。

6）　この法案に反対した委員会報告者は次のように述べている。《Beaucoup　de　journaux，　dans　la

partie　qui　est，　en　g6n6ral，　consacr6e　au　feui皿eton，　souvent　ont　pubh6　de　v6ritables　histoires，

d’autres　des　fragments　d’historien，　des　m6moires　plus　ou　moins　v6ridiques，　des　souvenirs；dites　le

moi，1a　disthlction　alors　sera－t－elle　donc　bien　ais6e　a　faire？Qui　en　sera　le　juge？》乃’4．

7）　《feuUleton》とは新聞の下段を示す言葉で，従来は文学，演劇，音楽，芸術批評や学術的な報告

などを掲載する部分であった。Lise　Queff61ec，　LθRo〃2僻乖κ〃1ε∫oπ加η9αな側X齎5∫2cJε，　Paris，

PUF，《Que　sais－je？》，1989，p．9，　p．11を参照。

8）　例を一つ挙げると，《Tout　ce　que　j’ai　analys6　aujourd’hui　peut　etre　v6ri驚aux　Archives

nationales．－Je　vous　r6serve　d’autres　pi6ces　non　moins　authentiques　qui　compl6teront　ce　r6cit．》

（FS，　p．47，　N，3novembre　1850．）

9）　この法改正は十分な効果を持ったものではなく，大新聞での新聞小説発表を抑止するほどではな

かった。Queff61ec，　gp．c∫∫．，p．37を参照Q

10）　第三条，第四条の条文は以下の通り。《3．Tout　article　de　discussion　pohtique，　PMosoPhique　ou

religieuse，　ins6r6　dans　un　joumal，　devra　etre　sign6　par　son　auteur［＿】．》

《4．Les　dispositions　de　l’article　pr6c6dent　seront　applicables　a　tous　Ies　articles，　quelle　que　soit　leur

6tendue，　publi6s　dans　des　feuUles　politiques　ou　non　politiques，　dans　lesquels　seront　discut（…s　des

actes　ou　opinions　des　citoyens，　et　des　int6rets　individuels　ou　collectifs．》Duvergier，　gρ．c鵡pp．315一

317．

11）　rル・ナシオナル』紙は，1836年rラ・プレス』紙で開始され，40年代始めには広く普及する新

聞小説に対して批判する立場を取っていた。Queff61ec，　gρ．c’∫．，p．12を参照。

12）　FS，　P．87，　N，17　novembre　1850．ただし，これは語り手がリアンセ法改正案のことを誤ってタン

ギー法改正案と書いたものと思われる。

13）　加Prθ∬θ，30　septembre　1850，0C　t．II，　PP．1199－1200．

14）　FS，　p．28，　N，310ctobre　1850．

15）　　OC，　t．II，　p．1339．
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16）　ルイ＝ナポレオン大統領就任後の，『ル・ナシオナル』紙勢力の政治的位置については，Maurice

Agulhon，1848侃1’卯ρ7ε纏∬α8ε4θ1αR⑳翻わ1∫g喫，　Paris，　Seuil，1992，　pp．104－105，　p．155を参照のこ

と。とりわけこの時期にはルイ＝ナポレオンの大統領再選に関して，『ル・ナシオナル』紙は保守派

新聞，あるいはボナパルト派との妥協を試みる『ラ・プレス』紙や『ル・シエークル』紙と強く対

立している。例えば1850年10月4日付の記事には次のように書かれている。《Quant　a　nous，

r6publicains，　qui　avons　combattu　l’61ection　de　M．　Bonaparte，　nous　sommes　en　droit　ce　nous

semble，　en　pr6sence　de　l’exp6rience　accomplie　depuis　le　10　d6cembre，　de　ne　pas　partager　la

satisfaction　de　la　1）rθ∬θ，　et　de　nous　oPPoser　a　tout　ce　qui　tend　a　prolonger　au－dela　des　d61ais　l6gaux

un　6tat　de　choses　d6sastreux，　a　notre　sens，　pour　les　int6rets　de　la　R6pubHque．》

17）　FS，　P．30，　N，310ctobre　1850あるいはFS，　P．96，　N，21　novembre　1850・

18）　Agulhon，　gp．c∫’．，pp．175－176，0C，　t．II，　p．xxxviを参照Q

19）　FS，　p．24，　N，270ctobre　1850．

20）　FS，　P．49，　N，7novembre　1850．

21）　　　Lθ飢z∫∫oηα1，17junlet　1850．

22）　　Agulhon，　oρ．c鉱，P．217．

23）　FS，　P．103，　N，22　novembre　1850．

24）　伝統主義，反進歩主義を通して現れるネルヴァルの政治思想についてはDietmar　Rieger　Giessen，

《Nerval　poεte　pohtique》，α痂θr∫4’H’5ω∫7θ485　L蹴67α伽rθ5　Roη2αηε3，　Heidelberg，1978，　pp．21－38

を参，照のこと。

25）　FS，　P．92，　N，17　novembre　1850．

26）　Agulhon，　gρ．c’∫．，p141，0C，　t．II，　p．1343を参照。

27）　FS，　P．53，　N，7novembre　1850．

28）　Agulhon，　op．c’∫．，pp．124－126を参照。

29）　FS，　P．82，　N，16　novembre　1850．

30）　ネルヴァルの七月王政への好意的な姿勢や二月革命に対する無関心についてはGiessen，　gρ．c”．を

参照のこと。

31）　FS，　P．50，　N，7novembre　1850．

32）　FS，　P．52，　N，7novembre　1850．

33）　Queff61ec，9P．c’∫．，P．29を参照のこと。またリアンセ議員は法改正案提出時には次のような発言を

おこなっている。《Je　disais　tout　a　l’heure　qu’elle［cette　litt6rature］s’6tait　empar6e　de　ce　besoin　de

curiosit6　qui　s’attache　si　naturellement　aux　agitations　et　aux　discussions　politiques　pour　venir

s’installer　subrepticement　au　bas　de　nos　feuilles　p6riodiques；puis　elle　a　envahi　le　joumal　et　s’est

cr66　ainsi　une　sorte　d’opinion　pubHque　factice．》　（Lε　Moη∫∫θ配r　κη’vθr5θ1－－Joκrηα1ρ力砲c∫θ14ε　」α

Rのμわ1殉配θノrナごzπgαなθ，16juillet　1850．）

34）　　　Queff61ec，　oρ．d∫．，P．36．

35）　こうした面は例えば以下のような著作で取り上げられている。Gabrielle　Malandain，1Vθ7vα10μ

1’1πcθπ4∫ε伽∫ん伽ε，1伽∫∫彪θ∫伽6r蜘rε4αη∫1’側vrθεηP70∫ε48　G67αr〃εNθアvα1，　Pahs，　Jos6

Corti，1986，　pp．74－75；Ross　Chambers，　M61αηco1∫θθ∫oppo3薦oη，　Lε546わ薦伽7η048ア廊配εθπ

1ケαηcθ，Pahs，　Jos6　Corti，1987，　pp．99－102．

36）　例えば，法改正に関しては次のように書かれている。《－Il　suf∬t　de　faire　remarquer　que　je

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，氏fattaque　pas　la　loi；mais　seulement　la　fausse　interpr6tation　qu’on　pourrait　lui　donner，　si　elle　6talt

appliqu6e　s甜eusement．》（FS，　p．87，　N，17　novembre　1850．）また住居の退去命令書に関して《Je　ne

voudrais　pas　ici　faire　de　la　politique．－Je　n’ai　jamais　voulu　faire　que　de　l’oPPosition．》（FS，　P．96，

N，21novembre　1850．）
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37）　FS，　P．101，　N，22　novembre　1850．　　　　　　・

38）　《L£sIUuniin6s》と題された同じ内容の記事が1839年2月にRθv肥わr吻πη∫g配，1850年に

・4’〃2飢α納ρroρh6吻μθp侃71850上で発表されている。この記事は次の著作に収録されている。

Jacques　Bony，　Lε40∬∫θ74ε5　Faux　Saulniers，　Namur，　Presse　universitaire　de　Namur，《Etudes

nervaliennes　et　romantiques》VII，1983，　pp．69－83．

3g）　Jacques　Droz，　H競o〃ε481’．A〃θ〃2αgηθ，　Paris，　PUF，《Que　sais－je？》，1980，　pp．36－38；成瀬治他編

『ドイッ史2－1648年～1890年一』山川出版社，1996，pp．339－342を参照。

40）　10月29日から11月2－3日，7日，8日，13日，20日，21日，25日などの紙面で大きく扱われている。

41）　L61＞礁oηα1，13　novembre　1850．

42）　FS，　P．101，　N，22　novembre　1850．

43）　例えばFS，　PP・55－58，　N，8novembreのヴァロワ地方の民謡や少女に関する部分，　FS，　PP．60－63，

N，9no寸embre　1850の「地方描写，時代の感情，性格の分析」についての考察など。

44）　FS，　P．73，　N，15　novembre　1850．

45）　FS，　P．103，　N，22　novembre　1950．

46）　FS，　P．104，　N，22　novembre　1950．

47）　一例を挙げると語り手はスコットの小説について次のように書いている。《Car　Compi砲ne　est　le

centre　litt6raire　de　la　province　oh　vivait　cette　ancienne　famille，－dont　il　serait　certes　curieux　de

recomposer　le　souvenir　a　la　maniere　de　Walter　Scotte，－si　l’on　pouvait1》（FS，　p．41，　N，3

novembre　1850．）

48）　FS，　p．83，　N，16　novembre　1850．

49）　スコットの小説は1816年からフランスで翻訳され始め，20年から30年にかけて大流行しているが，

これらは《1’auteur　de　W卿θア1εy・・あるいは別の偽名で発表されていた。　ClutterbuckやJed6diah

Cleishbothamは，序文の中で架空の作者や出版者として登場する人物である。後者は特にCoη∫85

4θ〃30ηh∂∫εの著者として名前が出されている。

50）　プレイアッド版の注では特定されてはいないが（OC，　t．II，　p．1350参照），スコットの序文の中で

も対話形式のものは多くなく，この二人の名前が出てくるのは1822年に発表されたこの序文だけで

ある。この対話の中にはCleishbothamの名前も見られる。《L’AUTEUR　DE　W｝4γERLE弘一Je
d6sirais　vous　voir，　capitaine　Clutterbuck，　car　vous　etes　la　personne　de　ma　famiUe　pour　qui　j’ai　le

plus　de　consid6ration，　depuis　la　mort　de　Jedediah　Cleishbotham》（Walter　Scott，　Lθ∫五ve珈rθ∫4ε

2＞’8θ1，traduction　de　M．　Defauconpret，　Paris，　Fume，1830，　p．5．）

51）　この序文の内容は，LθMoηα∫餅θへの読者や批評家の反応，スコットの小説技法，他の作家の批

評などが中心である。時に「作者」は作品の想を得るに至った状況を幻想的なコントのように語り

もするが，この序文中Lθ5Avθη如rε5481＞’ge1への言及はかなり限られたものである。また，同年

発表されたP6y67ゴ1伽P‘cでは，別の人物Docteur　DryasdustがClutterbuckへの書簡という形で同

様に作家の亡霊との対話を描いている。こうした一連の序文が小説とは切り離され，それ自体独立

した物語として置かれ，連鎖を持っている点が興味深い。ジェラール・ジュネットは3ωぬの中で

これらの序文を分析し，これを《une　fomle　d’humour　fantastique》と見て，次のように述べている。

《C’est　ici　que　le　jeu　paratextuel　de　la　supPosition　d’auteur　se　complique　d’une　mani6re　qui　en　fait，

pour　nous，　le　lieu　le　plus　romanesque　et　le　plus　fascinant　d’une（£uvre》．　Gεrard　Genette，5θ瞬∫，

Paris，　Seuil，　pp．261－265。

52）　『塩密輸人たち』の中で，語り手は何度もスコット流の歴史小説について言及しているが，ジャッ

ク・ポニーはネルヴァルが歴史小説において，アレクサンドル・デュマよりもスコットの手法，と

りわけ無名の登場人物の選択，史実への配慮，物語の始まりなどを踏襲していることを示している。

Jacques　Bony，　LθR6c’∫ηθ7v読θη，　Paris，　Jos6　Corti，1990，　p．37－56．また，後にネルヴァルは『火の
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娘たち』の「アレクサンドル・デュマへ」の中で，この著名な歴史小説家の手法について論じ，年

代記や回想録から「後世がもはや真実と虚偽を区別できないように」巧みに小説を作り出すデュマ

の手法と自分の創作との違いを強調している。OC，　t．III，　P．451．

53）　　Lεルfαrg砺∫4εEαyo11ε，　OC，　t．1，　pp．1133－1134．

54）　FS，　pp．91－92，　N，17　novembre　1850．

55）　民謡についてはFS，　P．92，　PP・107－108，ルソーの死に関する劇についてはFS，　PP．109・112．

56）　FS，　P，74，　N，15　novembre　1850．

57）　ビュコワ神父の物語の中でも，歴史の中の細部は語り手の想像力をかき立て，小説へと広がる可

能性を持つものとして書かれている。《Quel　beau　roman　cependant　on　e飢pu　faire　avec　ces

donn6es！1／abb6　de　Bucquoy　et　le　capitaine　sont　des　r61es　de　premi6re　force．［＿】Il［rabb司

retrouve　la，　comme　un　h6ros　de　Walter　Scott，　les　souvenirs　de　son　enfance［＿】．》（FS，　p．138，　N，14

d6cembre　1850．）

58）　　Lθ∫2Vκ’な4’oαoわ76，0C，　t．III，　p．342．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
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